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＜問い合わせ先＞指導課　℡328－ 2721

　１１月は「心かがやけ月間」です！
　校区ごとに幼稚園・学校、家庭、地域社会が協力し、それぞれの役割を果たしながら、子どもたちを育んで
いくために「大人の責任　みんなで育てよう　熊本の子どもたち」というスローガンのもと、あいさつ運動や
ボランティア活動、道徳の公開授業などの取組を行っています。
　まちかどのいたるところで登下校中の子どもたちに、声かけをお願いします。

　文部科学省が作成した冊子『私たちの道徳』を活用しながら、「親子道徳の日」を１１月中に全小中学校で
実施します。
　学校の授業で子どもたちが学んだ道徳のテーマや『私たちの道徳』に掲載されている詩、メッセージを読み
ながら一緒に話し合うなど、是非この機会を利用して家庭で子どもと一緒に道徳について考えてみてください。

「親子道徳の日」に、家庭で子どもと一緒に
道徳について考えてみましょう。



くまもと「親の学び」プログラム（※）を活用して、
コミュニケーションを取りながら進めていきます。
初めて会う人同士でも楽しく学べるよう専門の進行役（ファシリテーター）を派遣します。

　家庭教育とは、保護者が子どもに行う教育のことで、全ての教育の出発点です。基本的な生活習慣、人に対す
る信頼感、他人に対する思いやり、自尊心や自立心、社会的なマナーなどを身につけていくうえで、重要な役割
を果たしています。
　保護者の悩みや不安を少しでも解消し、子どもたちが笑顔でいられるよう
「親の学び」を応援しています。
　日頃の子育てを一緒に振り返ってみませんか？

　「親の学び」を応援するため、学校やＰＴＡが開催する研修会や勉強会に、講師や進行役（ファシリテー
ター）を派遣し、「講演会型」と「ワークショップ型」の２つのスタイルでセミナーを実施しています。ＰＴＡ
の研修会などで利用してみませんか。
　※平成２６年度は、４６件・約３，６００人の方にご参加いただきました。

対  象  者　　１０人以上の団体等（学校、ＰＴＡ、職場、おやじの会 等）
利  用  料　　無料（会場は申込団体等でご準備ください。）
申 込 方 法　　申込書に必要事項を記入のうえ、郵送、ＦＡＸ又はＥメールにて申込み
申  込  先　　（郵送）〒８６０－８６０１　熊本市 生涯学習推進課 宛（市役所専用郵便番号のため、住所記載不要）

　　　　　　　（ＦＡＸ）３５１－７７４６　（電子メール）shogaigakushu＠city.kumamoto.lg.jp
申 込 期 限　　開催予定日の１か月前まで
申  込  書　　熊本市のホームページからダウンロードいただくか生涯学習推進課までご連絡ください。

※熊本市ホームページ＞分類から探す＞学び・観光・スポーツ＞講座・講演会・生涯学習＞講座・相談会＞子育てが楽しくなる「家庭教育セミナー」

テーマ（例）
●望ましい生活習慣・学習習慣づくり
●思春期の子どもの理解とサポート
●ゲームやネットとのつきあい方
●いのちの大切さ　　　●食育　など
※テーマ・講師のご希望があればご相談ください！

家庭でのしつけやルール決め、反抗期や思春期における接し方等、家庭教育に関す
る豊かな経験やノウハウをもつ講師を派遣します。

※くまもと「親の学び」プログラムとは、参加者同士で簡単なグループワークを行うことで、自身の子育てを振返るとともに、家庭で大切にすべきことなどを
学ぶことができるプログラムです。話し合いの中で、家庭で大切にしたいことに気づき、子育てに前向きな気持ちになります。

講演会型

ワークショップ型

利用料無料 !!

●家庭教育セミナーで楽しく学んでみませんか？

・家庭教育とは？　～親の笑顔が子どもを笑顔に～

・家庭教育セミナーって？

・セミナーを利用するには？（申込み方法について）

＜問い合わせ先＞生涯学習推進課　℡328－2736



●子どもに関する悩みや不安はありませんか？
　子どもの養育や教育について、誰に相談したらいいのか一人で悩んでいらっしゃいませ
んか。熊本市には、次のような相談機関があります。一人で悩まずに、小さなことでもお
気軽にご相談ください。子どもからの相談も受け付けています。

　○子ども・若者に関するあらゆる相談　※どこに相談したらよいか分からない時
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センター
（ウェルパルくまもと２階）

電話、メール
ＦＡＸ ２４時間　年中無休受付 096－361－2525

E-mail：kodomosougousoudan
＠city.kumamoto.lg.jp

ＦＡＸ：096－366－2558面接 月 ～ 金　8：30～17：15
（年末年始、祝日は除く）

　○１８歳までの子どもの発達に関する相談
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センター
（ウェルパルくまもと２階）

電話（随　時） 月 ～ 土　8：30～17：15
（年末年始、祝日は除く）

096－366－8240
来所（要予約） 月 ～ 金　8：30～17：15

（年末年始、祝日は除く）

　○発達障がいに関する相談
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センターみなわ
（ウェルパルくまもと２階）

電話・来所 月 ～ 金　8：30～17：15
（年末年始、祝日は除く） 096－366－1919

　○発達や就学、いじめや不登校などに関する相談
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（あいぱる くまもと２階） 来　　所 月 ～ 金　9：30～15：45
（年末年始、祝日は除く） 096－362－7070
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電話・来所 月 ～ 金　8：30～17：15 096－328－2743

　○虐待についての相談
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電話・来所 月 ～ 金　8：30 ～ 17：15

中央区 096－328－2421
東　区 096－367－9130
西　区 096－329－6838
南　区 096－357－4135
北　区 096－272－1104

　○養育上の悩みや非行・虐待などに関する相談
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（あいぱる くまもと３階） 来　　所 月 ～ 金　8：30～17：15
（年末年始、祝日は除く） 096－366－8181

　○思春期の心の悩みなどに関する相談

こころの健
けん

康
こう

センター
（ウェルパルくまもと３階）

電話・来所
月 ～ 金　9：00～16：00

（年末年始、祝日は除く）
来所相談は予約制

096－362－8100

　○ひきこもりに関する相談（おおむね１０代～）

ひきこもり支
し

援
えん

センター「りんく」
（ウェルパルくまもと３階）

電話・来所
月 ～ 金　9：00 ～ 16：00

（年末年始、祝日は除く）
来所相談は予約制

096－366－2220

　※「ウェルパルくまもと」
　（〒862－0971　中央区大江５丁目１番１号）
「あいぱる　くまもと」
　（〒862－0971　中央区大江５丁目１番５０号）

交通手段
・電車通り（県道28号熊本高森線）
　電車・バス→「交通局前」下車すぐ
・産業道路
　バス→「森都病院前」下車徒歩5分

ウェルパルくまもと
銀行

希望荘

駐車場入口

こどもセンター

あいぱるくまもと

ＰＰ

至 水道町 至 健軍

市電 交通局前



　日本語に関わる職業に就いておられる講師を小中学校にお招きし、伝統的な文化や日本語の美しさに触れる機
会を通して、日本語力の育成を図るという目的で今年度から始めた事業です。
　プロの技に触れた子どもたちにとっては、貴重な体験となったようです。
　今年度は小学校１８校、中学校４校で実施します。
　１０月までにご協力いただいた講師の皆様

落 語 家 林家きく麿さん
絵 本 作 家 三枝三七子さん
アナウンサー 田中秀喜さん（ＮＨＫ）

福島絵美さん、本田史郎さん（ＲＫＫ）
荒木恒竹さん（ＴＫＵ）
本橋馨さん、村上美香さん（ＫＫＴ）
土屋孝博さん、松原大祐さん、松田朋子さん（ＫＡＢ）

　熊本市では、９ヵ国から招聘した合計３３名の外国語指導助手（ＡＬＴ）
が活躍しています。
　日頃は教室で授業に協力するのが主な仕事ですが、その他に、小学校の外
国語活動用のＣＤ作成や、ＡＬＴと中学生が１対１で話す「スピーキングテ
スト」等も行っています。また、本年度も夏休み期間中に市立中学校の生徒
とオールイングリッシュにより生活を体験する「イングリッシュ・キャン
プ」を行いました。

～ＡＬＴに外国語が上達するポイントについて聞きました～

アリソン・スネイド
（アイルランド共和国出身）

ケヴィン・ブルーノ
（アメリカ合衆国出身）

ケイン・ブライアント
（アメリカ合衆国出身）

・「こんにちは」だけを聞いて、アナウンサーはかっこいいと思いました。
・これからは、日本人として日本語を上手に使い、相手に分かりやすく伝えたいです。
・初めて落語を聞いたので、とても新鮮でした。お話を仕事にしている方だから、間の取り方や話し方
の一つ一つにプロの力を感じることができました。

子どもたちの感想

●確かな日本語力をはぐくむ～日本語大好き！～

●外国語指導助手（ＡＬＴ）の活躍！！

フランス語を学んだ時は、フラ
ンスの映画を観て楽しく勉強し
ていました。
子どもたちには、ネイティブイ
ングリッシュに多く触れてほし
いです。

誰にでも、外国語を身につける能力
があります。大事なのは、根気よく
続けることです。
また、楽しく学ぶこともいい方法で
す。例えば、英語の絵本を読むこと
も新しく面白い勉強法だと思います。
自分を信じて頑張りましょう。

私も外国語を勉強しています。
中国語は “ 聞く ” フランス語は
“ 書く ” 日本語は “ 読む ” こと
に重点を置いています。
英語は “ 話す ” ことにポイント
を置けば、上達が早いと思って
います。

＜問い合わせ先＞指導課　℡328－2721

イングリッシュ・キャンプの様子

林家きく麿さんの講話の様子



　熊本市では、「民間でできるものは民間で」の考えのもと、限られた人員・財源を有効に活用するため、様々
な業務の見直しを行っています。そこで、平成２７年度から順次、調理食数が５５０食以上で栄養教諭等が配置
されている小学校の給食調理業務を民間へ委託しています。
　平成２８年度からは、各区のバランス等を考慮して、新たに次の９校を委託します。

※平成27年度から委託している小学校
　帯山小学校、出水南小学校、託麻東小学校、託麻南小学校、長嶺小学校、白坪小学校、御幸小学校、清水小学校、高平台小学校

◇委託するのは調理・洗浄作業です。献立作成や食材の購入は、これまでどおり教育委員会、学校給食
会及び学校が責任を持って行い、調理も学校の給食室で行います。

◇食物アレルギーの対応は、委託後もこれまでどおり基本的に保護者の方、学校及び委託業者で話し合
い、決定します。

◇民間委託による給食費の額の変更はありません。

【平成28年度から委託する小学校】
託麻原小学校、白山小学校、画図小学校、託麻西小学校、尾ノ上小学校、城西小学校、
北部東小学校、川上小学校、力合西小学校（飽田東小学校分を含む）

　小中学校の特別支援学級に在籍している子どもたちの書道や
絵画、立体作品や作業作品など学習の成果を展示します。
　子どもたちのがんばりや笑顔が感じられる作品をぜひ会場で
ご覧ください。入場無料です。
【期　間】　１２月４日（金）～７日（月）の４日間
　　　　　　９: ３０～１７: ００（７日は１６: ００まで）
【会　場】　桜の馬場 城彩苑 
　　　　　　総合観光案内所２階多目的交流室
　　　　　　（中央区二の丸１丁目１番３号）

●一部の小学校の給食調理業務を民間に委託します。

●ハッピースマイル・アートギャラリー
～熊本市立小中学校特別支援学級作品展のご案内～

＜問い合わせ先＞健康教育課　℡328－2728

＜問い合わせ先＞総合支援課　℡328－2743

　市立図書館の利用促進及びサービス向上のため、次のとおり試行的に開館時間を延長しています。
市立図書館　　平日の開館時間延長
　　　　　　　１０月～５月の平日の開館時間
　　　　　　　９時３０分～１９時までに１時間延長しています。
植木図書館　　土・日・祝日の開館時間延長
　　　　　　　土・日・祝日の開館時間
　　　　　　　９時３０分～１８時までに１時間延長しています。

●市立図書館・植木図書館は開館時間を延長しています！
～この機会に読書を楽しんでみませんか～

＜問い合わせ先＞市立図書館　℡363－4522
植木図書館　℡272－6915

平成26年度　展示作品



『特色ある学校の取り組み』の紹介
　熊本市立小中高等学校では、日頃から特色ある学校づくりに向けて、様々な教育活動に取り組んでいます。
このコーナーでは、各学校が実施している「特色ある活動」を紹介しています。
　各学校の先生と子どもたちの生き生きした姿をどうぞ見守り、ご支援をよろしくお願いします。

　必由館高校は、『文武両道　明るく伸び伸び　やるときはやる』という校風を大切にしながら、生徒の個性と能
力の伸長を図っています。また、グローバル化にも対応しながら、『徳・知・体』のバランスのとれた人材育成を
目指しています。

普通科【普通】
自らの将来を見つめな
がら、その夢の実現を
目指します。

普通科【芸術コース】
音楽系：豊かな演奏法を学び、音楽の素晴らしさに出会います。
美術系：創造するよろこびを知り、豊かな感性を磨きます。
書道系：感性を磨き、個性豊かな書の表現を学びます。

●和太鼓部
【第39回全国高等学校

総合文化祭郷土芸能部門】
優良賞（３位相当）受賞

●書道部
【第39回全国高等学校

総合文化祭書道部門】
特別賞入賞

●美術部
【第39回全国高等学校

総合文化祭美術 ･ 工芸部門】
優秀賞

普通科【国際コース】
異文化理解・コミュニケーション能力
に優れた、21世紀の国際教養人を育
みます。

部活動
　活躍しています！

普通科【服飾デザインコース】
ファッションの学習を通して思う存分学力、
技術力、感性を伸ばせる環境です。
【コース発表会の様子】
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も
た
ち
に
提

供
し
て
い
ま
す
。「
見
守
り
運
動
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
「
お
か
え

り
な
さ
い
」、「
今
日
は
元
気
な
い
ね
、
ど
う
し
た
の
」
と
声
を
か
け

た
り
す
る
子
ど
も
支
援
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
課
後
の
児

童
の
居
場
所
で
あ
る
育
成
ク
ラ
ブ
の
先
生
方
も
地
域
の
方
々
が
大
半

で
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
の
生
き
る
喜
び
、
子
ど
も

の
安
全
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
」、「
見

守
っ
て
い
る
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
す
。
家
庭
や
学
校

と
同
じ
よ
う
に
地
域
も
子
ど
も
の
育
ち
を
担
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
大
き
く
な
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
基
盤
に
あ
っ
て
こ

そ
、
子
ど
も
た
ち
は
安
定
し
、
学
校
は
学
校
本
来
の
教
育
す
る
力
を

発
揮
で
き
ま
す
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
願
う
の
は
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
も
同
じ
で
す
。
お
互
い
が
そ
の
思
い
を
共
有
し
、
連
携

し
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
子
ど
も
の
育
つ
環
境
が
つ
く
り
あ
げ
ら

れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

＜問い合わせ先＞必由館高等学校　℡343－0237

●陸上部
【第70回全国総体

陸上競技大会】
200ｍ４位入賞

●和装文化部
【2015全日本きもの装い

コンテスト世界大会】
「学校対抗の部」2位

必由館高校、輝いています！


